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適応センター設置の経緯
平成24年度

平成26年度

平成28年度

平成30年６月
平成30年12月
平成31年４月
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長野県環境エネルギー戦略策定（H25～R２）
→適応策推進体制を位置付け
計画に基づき
信州・気候変動モニタリングネットワーク 構築
計画に基づき
信州・気候変動適応プラットフォーム 構築
気候変動適応法公布

施行
信州気候変動適応センター 設置
（長野県環境保全研究所・環境エネルギー課）

次
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ー
ジ



適応センター設置の経緯

3

長
野
県
の
場
合

設置の必要有無の確認 設置に係る調整 諸事務手続き
• 現状の課題の洗い出し
• 設置に伴う強化項目の設定
• 他センター調査

• 設置機関の決定
• 役割（分担）の確認
• 設置根拠の確定
• 他部局への説明
• レク関係

• 条例/組織規則/要綱の改定・作成
• 看板/メールアドレス/HP準備
• 開所式準備

• MN、PFの課題
→適応の認知度/一方的な情
報提供/具体的な適応策 等

• 強化項目
→関係部局との連携/国や他
県センターとの連携/地域社
会への普及啓発

• 埼玉県/滋賀県、庁内の別セ
ンターを調査

• 研究所、課の共同
• データ関係/事務関係
• 要綱設置
• 関係課へ課長・担当からそれ
ぞれ説明

• 適宜レク

• 要綱作成
• 職員録への記載調整
• 看板発注
• メールアドレス取得
• HP開設準備
→発注

• 開所式準備
→ロジ・知事日程調整

必要 合意



これまでの取組み、今後の取組み

4

年度

適応策の創出を促進するための情報デザインの開発

（H31）R元 R2 R3

気候変動適応技術社会実装プログラム（SI-CAT）への参画

環境総合研究推進費の活用

適応策の実装に向けた体制の構築・課題の抽出

信州気候変動適応センター

適応プラットフォーム

モニタリングネットワーク

H2７

R元

①基盤情報の整備
②情報の発信
③適応策の創出支援
④適応策の計画的な取組と進捗管理

設立
（H28.10）

設立
（H26.11）

体
制

業
務

研
究
費
等
予
算

モニタリング・気候変動に関する情報収集（県内各地の気象情報の収集・分析、レポートの作成）①②

③

②

③

研究機関との連携による先進技術の享受と産学官での情報共有・課題検討（情報共有の場の確保・創出支援）

気候変動に関する情報を発信（ホームページ、サイエンスカフェ等）

進捗管理地域気候変動適応計画策定準備（影響調査・ヒアリング）

（案）県内固有事例における適応策の創出支援事業
策定

④

センター運営予算（県費要求中）
センター運営に係る事務費等



その他
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